

















































































































































回 日時 参加者（人） 発言数
第1回 4月 9日 13  46
第2回 4月16日 31  68
第3回 4月23日 27 110
第4回 4月30日 39 177




1回  36  33.0％
2回  20  18.3％
3回  13  11.9％
4回  10   9.2％
5回  6   5.5％
参加あり計  85  78.0％
















































































































































































































































第 5回 第 9回
授業 23（53.5％） 16（47.1％）
大学生活 17（39.5％） 14（41.2％）
その他  3（ 7.0％）  4（11.2％）
合計 43 34
　また「大学生活」では、「サークルに興味はあっ
たが入ることで勉強と両立できるか」（sn4）や「バ
イトと学業の両立が、大学生活の不安な点」（im3）
など、サークルやアルバイトなどの学業との両立
に関するものや、「学校に行く機会がない」（ts0）、
「大学生としての生活がまだ送れていないような
不安」（hm7）など、現状に対する漠然としたも
のも見られた。なお、不安の対象が特定できない
場合は「その他」とした。
　第9回は、「不安」が含まれる回答は34件と、
第5回からやや減少した。この時期の授業に関す
る不安は、「大学の仕組み、レポートがどのよう
なものか、本来の授業のことが掴めない」（hm7）
「レポートや課題のことで、なんとなくですが、
こんな文章で大丈夫なのか、構成の仕方はこれで
良いのか、読みやすくなっているのかなど、不安
感」（kh8）、「各授業についてやテスト対策」（kr5）、
「高校とは全く違った授業形式なのでテストが不
安」（sm3）のように、第5回と同様にレポートの
書き方についての不安や、評価に関する不安が述
べられている。また「大学生活」については、「慣
れない大学生活で不安」（ic7）以外にも、第5回
には見られなかった「友人関係」に関する不安が
見られるようになっている。例えば「同じ学科の
人の状況が全くわからず不安」（tr9）、「友達がで
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きるか不安になっていた」（sh7）、「数ヶ月が経っ
たけれど、友達も知り合いの先輩もいないので、
まだまだ不安事が沢山あった」（mm0）、「大学で
の友達もいなく、同じ学科の生徒と顔を合わせる
機会が少ない」（ya6）などである。また、「就職
についてはまだ先のことではありますが不安に感
じていた」（im6）や、「現在の世界情勢から行動
をすることは難しいと考えられるので、これから
どうすれば良いかとても不安である」（ok6）など、
就職活動に向けた不安も感じるようになってお
り、目の前のことだけではなく将来的な準備に向
けた不安も書かれている。
（3）結果（不安とその変容）
　次に、最終回の回答で「不安」という言葉を使っ
ていた4名に焦点をあて、その内容について検討
した。この4名は第5回と第9回ともに回答で「不
安」を使っている。どのような不安を感じ、解決
したのかを見ていく。引用した学生のコメントに
は該当する箇所に下線を付した。
①eh1（授業前チャット3回出席）の事例
　この学生は、第5回では、オンラインやレポート
に慣れず、遠隔授業に不安を感じているが、先輩
のノート術を聞くことで、不安がやや解消された
としている。第9回でもこの不安は解消されておら
ず、さらに評価についても不安を感じているが、
今の課題をしっかり受けることで、将来につながっ
ていることを意識している。最終回では、オンラ
イン授業で不安や悩みを、先輩との対話によって
解消し、大学生活の学びへの意欲を示している。
（第5回）「先輩方のお話を聞いて、学校生活やオ
ンライン授業への不安が少し解消された。まだ
まだレポートを書くことに慣れておらず時間が
かかってしまい、授業日内に課題を終わらせる
ことができていない。なので、先輩方のように
課題をため込まず提出できるよう頑張りたい。
また、課題を終わらせることに必死になってし
まい、ノートをまとめるという作業を怠ってい
たので、自分のためになるノートを作成してい
きたい。」
（第9回）「今日の授業で、先輩に学校外のことに
ついてたくさん聞けたので非常に参考になった。
今は、課題や授業のことで頭がいっぱいになっ
てしまっている。学校が始まったらサークルや
ボランティア、趣味などいろんな経験をしてい
きたい。そして、就職するときに自分の経験談
を生かせるようにしていきたい。また、レポー
トや評価について不安な点が多かった。しかし、
先輩方のお話を聞いて、授業をしっかり受けて、
目の前にある課題に真摯に向き合っていきたい
と思った。1年生は誰もが不安だと思うので、あ
まり思いつめず先生や友人に相談しながらオン
ライン授業を楽しめたらいいなと思う。」
（最終回）「今後の目標は、学びを充実させるこ
とだ。ファーストイヤーゼミでは、メールの送
り方や図書館の利用方法、レポートの書き方な
どを学んだ。先輩方からのお話では、オンライ
ン授業で不安なこと、悩んでいることを解決で
きた。今後は、ファーストイヤーゼミを通して
学んだことを勉強面だけでなく、サークル活動
など大学生活全般で生かしていきたい。そして、
遠隔授業の中でも大学生活での学びをより充実
させる努力をしていきたい。」
②kr5（授業前チャット2回出席）の事例
　この学生は、終始、遠隔授業に対して不安を感じて
いる。第5回では大学生という実感が得られないこと
から不安を感じていたが、先輩の話から、課題を管理
しようとしている。第9回と最終回では、先輩から、
各授業についてやテスト対策を聞くことができ、不安
が解消された、としている。最終回でも、このような
先輩とのやりとりが不安を和らげたとしている。
（第5回）「今は学校にも行けずオンライン授業と
いう、なかなか大学生という実感が得られず不
安なことばかりだったので、先輩方のお話を聞
くことが出来て良かったです。普通に学校に行っ
て受ける授業とオンライン上での授業の課題量
は変わってくるし、オンラインだとネットトラ
ブルや課題がちゃんと提出されているか心配に
なることも多々あります。自分で好きな時間帯
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に受けられるという分、溜めてしまうこともあ
るので、しっかり管理してなるべくその日のう
ちに終わらせようと思いました。」
（第9回）「オンライン授業が始まって半分が終
わったけど、まだ分からないことや不安なこと
がいくつかあったので、それを先輩方に直接お
話を聞くことが出来たので良かったです。各授
業についてやテスト対策の話を詳しく聞くこと
ができたので、先輩方の意見を参考にしてこれ
から頑張っていきたいと思いました。」
（最終回）授業がオンラインという形でとても大
学生活に不安ばかりでしたが、実際に先輩方に
質問してアドバイスをいただけたのは、だいぶ
不安が和らげました。まだ分からないことだら
けですが、先輩方に聞いたことを生かして、後
期の授業に取り組んで計画的に課題を終わらせ
て良い評価をもらえるようにしたいです。」
③sr8（授業前チャット1回出席）の事例
　この学生は、第5回には、わからない課題について
の対応策や、授業の受け方、課題の管理方法を先輩
から聞き、参考になったと述べている。第9回ではレ
ポートの書き方に不安に感じており、先輩から聞い
たコツや向き合い方が参考になったとしている。ま
た将来の夢についての不安も、先輩から助言をもら
うことで安心したと述べている。最終回では、大学
生活について不安だったことが先輩の話によって解
消したことが述べられている。
（第5回）「まだ入学して少ししか経ってない中で
先輩と話せる機会もなく、自分の中で不安な点
も多かったので今回先輩方のお話を聞いて授業
の受け方など参考になった。例えば授業や課題
のことに関しては、わからない問題が出てきた
ら遠慮なく先生に授業前後に聞いたり、友達に
聞いたりすることや、自分がいい成績を取りた
い、伸ばしたいという教科は先生の前の座席に
座って授業を受けたりする。また、課題に関し
ては私はいつもクラスルームで確認しているけ
れど途中でどれを出してないのか分からなく
なってしまうことが多いので先輩が実施してい
たホワイトボードに課題を書き出して終わった
ら消していく方法は自分の中で非常に良い方法
だと思った。私もこれから真似してみようと思っ
た。他にも資格のことは資料で見たりするより
先輩方に直接話を聞く方がより詳しく知ること
が出来た。学芸員は聞くまでどういう仕事なの
かも知らなかったけれど今回の（先輩）の話を
聞いて学芸員について詳しく調べて見ようと
思ったし、資格を取ることも視野に入れてみよ
うと思った。オンライン中は学校に通うことも
出来ないのでこのようなファーストイヤーゼミ
の中で先輩方の話を聞けることは非常に良かっ
たし、今後も実施して欲しい。今日聞いた先輩
方のお話を今後の大学生活に役立てていきたい
と思った。」
（第9回）「今年は新型コロナウイルスの影響で対
面授業ではなく、オンライン授業が主なので自
分が不安だと思っていることについて先輩方か
らお話が聞けたのでとてもいい機会になりまし
た。私は一番レポートの書き方について聞きた
かったので今回の授業で聞くことが出来て良
かったです。一つ一つの授業を大切にしてその
課題に対して自分が思ったことや考えたことを
書くことや、レイアウトとしては誰が見てもわ
かりやすいように書くことがコツだとおっ
しゃっていたのでそのことに注意しながらこれ
からレポート作成していこうと思いました。ま
た、サークルに入って何かをやっていた方が就
職活動の時に自分が大学生時代に何をしていた
か答えられて強みになる。ということもおっ
しゃっていたので自分が興味あるサークルには
入りたいと思いました。また、私は将来の夢が
まだ明確ではなく不安だったのですが先輩の中
にも、どのような会社に着きたいか定まってな
いという方がいて、焦らずに色々な会社を見て
自分に合ったところを探すべきだとおっしゃっ
ていたのでその言葉を聞いて安心しました。」
（最終回）「ファーストイヤーゼミの授業によっ
てオンライン授業で先輩方と交流する場がな
かった分、このような機会が設けられて非常に
良かった。多くの先輩方のお話を聞いて、大学
生活について不安だったことが解消された。他
にも自分でパワーポイントを作ってプレゼンを
したり、適切なSNSの使い方など社会に出る上
で重要なことをたくさん学んだ。」
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④si9（授業前チャット1回出席）の事例
　この学生は、第5回では、遠隔授業で不安を感じ
ていたが、先輩から直接話を聞くことで、就職活
動の話にも触れ、インターシップにも興味を持ち始
めている。第9回ではまだ不安に感じていることを
同級生が聞くことで、同じ不安を抱えていることを
知る機会にもなっている。最終回でも述べているよ
うに、上級生の話を通して、授業だけでなく大学
生生活全般へ目を向け始められている。
（第5回）「コロナの影響で遠隔での授業開始とな
り、不安が募る毎日でしたが今回先輩方から直
接大学生活についてのお話を聞け、不安が少し
減りました。まだ先のことだと後回しにしてい
た就活の貴重なお話も聞くことができ、インター
ンシップに興味を持ちました。一年生のうちか
らいろいろなことに参加して将来の選択肢を増
やしていくことができればと考えます。先輩方
のように勉強やサークル、バイトなどを両立し、
一日でも早く楽しい大学生活を送りたいと思い
ました。」
（第9回）「ブレイクルームでは躊躇してしまい、
中々自分から質問することはできなかった。し
かし他の子が自分が不安に思っていたことを聞
いてくれて、とても助かった。また、自分と同
じ不安を抱えていた人がいることを知る機会と
もなり、少し安心した。前回同様、先輩方が私
たちの質問にテキパキと答えて下さる姿はとて
もかっこよく、頼もしく見えた。一年生のうち
は色々なことに挑戦することが大事というお話
が合ったように、アルバイトやサークル、資格
を取るなど今まで体験してこなかったことに取
り組み、様々なスキルを身につけていきたいと
考える。」
（最終回）「ファーストイヤーゼミでは先輩方と
話す機会を作っていただけて、多くの疑問や不
安が解消された。またこの機会を通し、今後の
自分の学びや活動の計画を考えることができた。
まだ具体的な将来の夢は決まっていないが、将
来に向けて今から資格を取ったり、アルバイト
をやってみるなど、今まで取り組んだことが無
かったことにも挑戦してみる。そして卒業まで
に『これを一番頑張った』と胸を張って言える
ようにする。」
（4）考察
　6月には、新入生は特に、遠隔授業や課題など
の授業に対しての不安や、大学生活を実感できな
い不安などを抱えていた。また7月になると、不
安に言及する回答はやや減ってはいるが、課題や
評価、テストに関する不安、さらに、友人関係が
できないことへの不安、就職活動への不安が示さ
れた。その中で、授業内での上級生からの基礎的
な情報提供や豊かな経験の共有は、新入生の学習
の指針となり、また学生生活の見通しを持つこと
にもつながっていた。これは事例で示した4人に
限ったことではない。最終回の回答で、「先輩」
という言葉に、75人（69.4％）が触れていること
からも、上級生との対話は、慣れない遠隔授業や
大学生活への不安軽減につながるだけでなく、学
びに向かう態度を促したと言える。
４．まとめと今後の課題
　本稿では、2020年4月から7月にかけての初年
次教育担当者の対応と、新入生が抱える不安につ
いて検討してきた。
　初年次教育担当者は4月当初からリアルタイム
コミュニケーションツールであるチャットを活用し
て、新入生がオンライン上で集まり、不安や質問
を共有できる場を設定し、教員と新入生のやりと
りだけでなく、新入生同士のやりとりも行われて
いた。授業内では、上級生が新入生に情報提供を
行う場を、教員と上級生が協同して設定していた。
　また新入生は、4月初旬には遠隔授業の準備に
ついての質問や不安が多かったが、授業が始まる
とその受講の仕方や、想定していた大学生活と現
実のギャップに戸惑い、不安を感じていた。これ
に対して、上級生から、受講の対策、クラブ・サー
クルやアルバイトと学業の両立などの学生生活の
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イメージや、留学、就職活動など、キャリアデザ
インに関する情報提供が、学びに向かわせている
ことが示唆された。
　このような学生同士の対話―新入生と新入生、
新入生と上級生との対話―による主体的な学びに
向かわせる方策や支援は、今年度の状況下に限定
されるものではない。赤澤（2020）は、Covid―19
の影響を受け、急遽グループワークをWeb会議
システムとグループウェアを利用し、新入生が遠
隔でのグループワークに対し肯定的であったこと
が報告されている。今後の社会の在り方や働き方
を視野に入れ、コミュニケーションツールを活用
した学生同士の対話による学びを促す方法と効果
を検証していくことが重要であろう。
注
1） 学習支援システムの一つ。
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